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❷事業概要

本事業は、区民の「参加と協働」により、
区のみどりを保全・創出するための活動であり、
草の根のグリーンインフラ＊１整備活動です。

地域の小規模な自然資源を、
市民自らの手で管理・利活用（「コモン化」）することを目指します。

量・質・協働の三位一体の行政方針である「世田谷みどり33＊２」に則り、
特に質の向上と協働の促進に資するために、

本事業を提案するものです。

＊1 グリーンインフラ
自然を活用したインフラ整備全般を指します。

＊２ 世田谷みどり33
「みどりの将来像『多様なみどりが笑顔をつなぐ街・世田谷』の実現に向けて、みどりの量の確保、質の向上、区民と
の協働に取り組み、みどり率33％の達成を目指す」世田谷区が掲げる政策の名称です。



3年目となる今年度事業の位置づけ
https://x.gd/sNcPM

マイクロ・コモンズ
MC事例の開拓と実践

制度設計のための材料を集積

スチュワードシップ
素案策定

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ
総仕上げ

記念イベント（？）

マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ
基盤の確立

初年度の集大成…シンポジウム

MC1: 道路植栽     MC2: 公園・緑地    MC3: 新庁舎  



❷マイクロ・コモンズ・スチュワードシップとは

マイクロ
微小な、超小型の を表す接頭語

コモンズ
狭義には共有地・共用地を意味する。

特定のコミュニティに属する人々が自由に利用できる空間や資源をはじめ
その共用の仕組みやコミュニティのあり方等、今日では様々に用いられる。

スチュワードシップ
《スチュワードは執事・財産管理人の意》

他人から預かった資産を、責任をもって管理運用すること。受託責任。

上記の単語を組み合わせた造語であり、「区民自らが共同管理・利活用する小さなみどりをつくるしくみ」
ほどの意味です。参照： グローバル・コモンズ・スチュワードシップ（2020年～東京大学ＧＣＳ）／グリーン
ストリートのスチュワードシップ制度（オレゴン州ポートランド市の取組み）



❷マイクロ・コモンズ（ＭＣ）の実践と共に

本事業の最終目標は、（…みどりをつくる）しくみ作りですが、これまで２年間かけて行ってきたのは、主に
（小さなみどりを）区民自らが共同管理・利活用する場の発見・創出と実践観察が主でした。

なお、ＭＣは小規模なスポットであって、歩道や公園の全域を対象とするものではありません。
しかしごく一部分であっても、その場が他とは違う魅力を放っていれば、生活に潤いが生じることでしょう。
たとえば「ウォーカブルな道路（歩いて楽しい道）」というのは、そうしたものを指すのだと思われます。また
地域に根差した生活者が関与することで、それはより魅力的なものになるのだと思います。

今後もＭＣの場づくりや観察は続けながら、制度設計にとりかかります。

MC1 MC2 MC3

三つの類型で実践・観察



ＭＣ1（道路植栽）

MC1



ＭＣ２（公園・緑地）

MC2



ＭＣ３（新庁舎）

MC3 広場

区民会館

東棟

西棟



ＭＣ３（新庁舎）広場へのグリーンアップサイクル・プランター設置



ＭＣ３（新庁舎）広場へのグリーンアップサイクル・プランター設置②



❷制度設計について

先行事例との整合を図る
区の「みどりと花いっぱい協定」や、都の「東京ふれあいロード・プログラム」

（都道で適用）などの先行事例との整合を、常に念頭に置く。

最適策を考える
やみくもに新制度を模索するのではなく、

現行制度との併用／現行制度から新制度への変更など、
いくつものプランから最適策を見出す。

現行制度への貢献
「みどりと花いっぱい協定」については、制度のPRや団体の活動状況の

告知などの面で、改善に寄与できる。

事業を通じて、何かしらの貢献ができるよう、努力したい。
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